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事 業 評 価 シ ー ト

担当課・室長：環境管理局総務課長

事 業 名 環境基準の設定調査

上位施策名 大気環境の保全

（イ 浮遊粒子状物質対策）

１ 事業の概要 浮遊粒子状物質の健康影響に関する科学的知見を文献等により調

査するとともに、諸外国における基準等の設定の動向を把握し、こ

れらをもとに、浮遊粒子状物質に係る環境基準改定の必要性の有無

について検討する。

２ 進捗状況 ○ 網羅的な文献調査による最新の科学的知見の収集及び諸外国の

動向把握を毎年行っている。

３ 評価 ○ これまでの諸調査の結果からは、現行の浮遊粒子状物質に係る

環境基準を改定する必要性は指摘されていない。

○ ただし、浮遊粒子状物質の中でも粒径の小さい微小粒子状物質

やさらにその中に含まれるディーゼル排気粒子の健康影響が懸念

されており、これらについても、科学的知見の充実を図ることが

（ 「 」 ）。必要である 詳しくは事業評価シート 科学的知見の充実 参照

４ 予算事項名 ・大気汚染物質に係る有害性等判定条件設定費

５ 対応副施策等


